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北海道びらとり会便り第 1 号   

発行：北海道びらとり会 

発行日：2017 年 10 月 20 日 

 

「北海道びらとり会」は平取町の企画によ

り首都圏在住者で平取町出身者及び平取町

にゆかりのある方の交流と親睦を図るとと

もに平取町の振興発展に寄与することを目

的に設立された会です。本会は、首都圏に

おいて、北海道に平取町という町が存在す

ることをわかってもらおうという思いを込

めて「北海道びらとり会」と命名しました。 

この度、会員相互の情報交換の場及び情

報発信のツールとして「北海道びらとり会

便り」を発行することになりました。 

第 1 号は、本年 6 月 10 日に開催されまし

た本会の設立総会を中心とした内容でお届

けします 

設立総会までの経緯 

平取町は 2016 年 9 月より町のホームペ

ージ（HP）を通じて、本会の設立に向けた

案内と会員募集を開始しました。平取町よ

り会員登録された方々を対象に発起人の募

集があり、それに応じた 10 名による第 1

回の発起人会が 2017 年 3 月に開催されま

した。 

発起人会では、設立総会に向けた準備、

本会の規約および役員構成並びに活動内容

について、検討されました。設立総会は、

予算の関係から総会と懇親会を分けること

にし、総会会場は、安田忍さん（岩知志出

身）のお仕事の関係から朝日新聞グループ

の朝日トップス株式会社様のご厚意により

同社の会議室をお借りすることができまし

た。また、懇親会の会場は、清水洋司さん

（川向出身）のご尽力によりサッポロビー

ル関連会社の銀座ライオン新橋店の宴会場

を予約することが出来ました。また、総会

資料作成については、平取町役場まちづく

り課主幹広報広聴係の阿部正子さんの多大

なるご協力を頂きました。これらの皆様に

感謝申し上げます。 

設立総会 

設立総会は、2017 年 6 月 10 日（土）港

区新橋のニュー新橋ビル 8 階会議室で開催

されました。当日の総会には、会員 25 名と

来賓として平取町からは川上満町長を含む

8 名の計 32 名が出席しました。 

 式次第は以下の通りです。 

・挨拶 平取町長 川上 満様 

・挨拶 平取町議会議長 鈴木 修二様 

・北海道びらとり会趣旨説明 

・規約制定 

・役員選出 

・会長挨拶 

・活動内容 

・平取町紹介.      

平取町からの出席者は以下の通りです。 

・町長 川上 満様         

・教育長 庄野 剛様 

・議会議長 鈴木 修二様 

・同副議長 千葉 良則様 

・びらとり農業協同組合 仲山 浩様 

代表理事 組合長 

・平取町商工会会長 津川 司様 

・まちづくり課課長 津川 貴晃様 

・同主幹 広報広聴係 阿部 正子様 

設立総会は、高橋 直人さん（豊糠出身）

の司会で進められました。 
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 川上 満町長からは、町の現状と将来に

ついてお話がありました。びらとりトマト

の年間販売額が 40 億円となり、今や町の中

核産業の一つになっていること、びらとり

和牛は 10 億円、平取産のお米「ゆめぴりか」

が北海道で最優秀に、今年度からは酒造に

も取組でいること、またアイヌ文化振興の

強化並びにびらとり温泉への注力など「小

さくてもきらりとひかる町」を目指すと話

されました。次いで、鈴木 修二町議会議

長の挨拶では、平成の合併で、平取町は合

併を選択なかったが、町を挙げて努力した

結果、今日の平取町がある。独自路線は間

違いではなかったと述べられました。 

「北海道びらとり会」趣旨説明は、まち

づくり課長の津川貴晃さんより行われまし

た。平取町の企画により、札幌、苫小牧に

はすでに本会と同一の目的で「びらとり会」

が設立されている。町としては首都圏にも

同様な会を作りたいという趣旨であるとの

説明がありました。 

本会の規約（案）について、清水 洋司

さんより説明があり、採決の結果、承認さ

れました。次いで、役員選出に移り、発起

人会案として提示された役員候補について

採決され、承認されました。今回役員に選

出された方は、以下の通りです。 

会長  廿日岩 久典（振内） 

 副会長 高橋 直人（豊糠）    

安田 忍（岩知志） 

幹事  清水 洋司（川向）               

山口繁（本町）         

    高橋 進（本町） 

    山内 銘宮子（西東京市） 

会計  坂本 貢一（荷菜） 

監査  佐藤 福一（荷菜） 

鹿戸 春二（小平） 

事務局長 須藤 孝夫（岩知志） 

初代会長に選ばれた廿日岩 久典さんは

「年寄りから若い方まで故郷を同じくする

者が共通の話題で語り合い、助け合い、親

しみ合うための集まり、それが「北海道び

らとり会」であり、平取町の応援団であり

ます。そのためには会員数を増やす必要が

あり、皆様の協力を賜りたい」と就任挨拶

がありました。 

 発起人会で検討された本会の活動内容に

ついて幹事の山口 繁さんより説明があり

承認されました。活動内容は以下の通りで

す。 

 ・年１回総会を開催する。 

 ・平取町訪問を検討する。 

 ・ふるさと納税を推進する。 

 ・特産品の宣伝と斡旋をする。 

最後に、まちづくり課主幹阿部 正子さ

んより平取町の現在と昔の様子や平取町の

PR など動画や写真などを用いて説明があ

りました。昔懐かしい映像が次々と映し出

され参加した全員が映像を食い入るように

見つめていたのが印象的でした。 

 参加者全員で記念撮影をし、設立総会は

終了しました。 

懇親会 

懇親会は、銀座ライオン新橋店の宴会場

に場所を移し、総会に出席された全員が参

加し、総会に引き続きの高橋 直人副会長

の司会で進められました。安田 忍副会長の

開会の挨拶で会は始まり、仲山 浩びらとり

農業協同組合代表理事組合長のご来賓挨拶

を頂き、津川 司平取町商工会会長のご発

声による乾杯で、宴会が始まりました。 
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故郷を同じくする人達が集まり、共通の

話題で話が尽きず大変な盛り上がりでした。

また、参加者全員に自己紹介をして頂きま

したが、お一人お一人が話題提供者となる

ような状況となり更なる盛り上がりを見せ

ました。この雰囲気を同郷の多くの首都圏

在住の皆様にも共有して頂き、平取町への

応援に結び付けたいと思います。 

話は尽きなかったのですが時間となり、

庄野 剛教育長に閉会のご挨拶を頂き、懇

親会は盛会のうちにお開きとなりました。

来年も皆様のご参加をお待ちしています。 

会員募集 

北海道びらとり会の登録会員数は 10 月

18 日現在 51 人です。まだまだ会員を増や

す必要があります。会員の皆様には、首都

圏在住の同郷の方に本会をご紹介頂き、本

会への勧誘をお願いします。 

本会に関するお問合わせ、資料の請求等

はお手数ですが、以下にご連絡をお願いし

ます。 

・平取町役場まちづくり課広報公聴係 

担当：阿部・高橋 

〒055-0192 北海道沙流郡平取町本

町 28 番地 

TEL：01457-2-2222（直通） FAX：

01457-2-2277 

kohokocho2008@town.biratori.hok

kaido.jp 

   ・北海道びらとり会会長 廿日岩 久典 

  〒343-0046 埼玉県越谷市弥栄

町 4-1-287 

TEL/FAX：048-976-8728  

携帯 090-3246-4858 

hisa@rg8.so-net.ne.jp 

・北海道びらとり会事務局長 須藤 孝夫 

〒344-0038 埼玉県春日部市大沼

4-43-2-306 

TEL/FAX ： 048-735-6329 

携帯 090-8344-3938 

sudo2689@lagoon.ocn.ne.jp 

 

 平取町では、本会の会員募集を平取町 HP

で再度始めました。また、平取町の「広報

びらとり 2017 年 7・8 月合併号」に設立総

会が取り上げられ、北海道びらとり会が紹

介されています。 更に、北海道新聞（2017

年 6 月 14 日付）および日高報知新聞（2017

年 6 月 15 日付）に設立総会が取り上げられ

ました。これらのことが会員増加に繋がる

ことを期待します。 

 

裏面に設立総会時の写真を掲載しています。 

ご覧ください。 

 

以上 

 


